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社
会
法
判
例
研
究
会

会
社
分
割
後
の
事
業
閉
鎖
に
伴
う
組
合
員
の
事
実
上
の
解
雇
と
損

害
賠
償
等
請
求
及
び
会
社
取
締
役
の
自
宅
近
辺
に
お
け
る
街
宣
活
動

等
に
対
す
る
差
止
め
・
損
害
賠
償
請
求

⎩――⎧
生
コ
ン
製
販
会
社
経
営
者
ら
（
会
社
分
割
）
事
件
（
大
阪
地
判
平

二
七
・
三
・
三
一
労
判
一
一
三
五
号
三
九
頁
）

⎭――⎫

渋

田

美

羽

【
事
実
の
概
要
】

１

当
事
者

訴
外
Ｌ
社
は
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
販
売
等
を
目
的
と
す

る
株
式
会
社
で
あ
り
、
製
造
部
門
、
輸
送
部
門
と
で
構
成
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
元
代
表
取
締
役
で
あ
る
第
二
事
件
原
告
Y
に
よ
っ
て
、

生
コ
ン
製
造
等
を
目
的
と
す
る
訴
外
Ｍ
社
（
代
表
取
締
役
・
第
一
事

件
被
告
Y
）
を
新
設
す
る
会
社
分
割
（
以
下
「
本
件
会
社
分
割
」
と

い
う
）
が
行
わ
れ
た
後
は
、
運
送
業
を
事
業
目
的
と
し
て
い
る
。
第

二
事
件
原
告
Y
は
Y
の
妻
で
あ
る
。
第
三
事
件
被
告
Y
は
Y
の
母
で

あ
り
、
以
前
、
Ｌ
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
司
法
書
士
Y
は
、

Y
か
ら
の
依
頼
を
受
け
本
件
会
社
分
割
の
申
請
手
続
を
行
っ
た
者
で

あ
る
。
な
お
、
訴
訟
係
属
時
、
Y
は
破
産
し
て
い
た
（
破
産
管
財

人
・
第
一
、
三
事
件
被
告
Y
）。

第
一
、
三
事
件
原
告
兼
第
二
事
件
被
告
X
ら
（
X
〜
X
）
は
、
Ｌ

社
の
従
業
員
と
し
て
、
主
に
生
コ
ン
輸
送
業
務
に
従
事
し
て
い
た
。

ま
た
、
X
ら
は
、
第
一
、
三
事
件
原
告
兼
第
二
事
件
被
告
Ｘ
組
合

（
代
表
者
・
第
一
、
三
事
件
原
告
兼
第
二
事
件
被
告
X
）
へ
加
入
し
て

い
た
。
X
ら
の
ほ
か
、
第
二
事
件
被
告
X
、
X
（
X
ら
と
X
を
合
わ

せ
「
本
件
従
業
員
ら
」、
こ
れ
と
X
を
合
わ
せ
「
本
件
組
合
員
ら
」

と
す
る
）
も
こ
れ
に
加
入
し
て
い
た
。

２

本
件
会
社
分
割

（
１
）
Ｌ
社
、
Ｘ
組
合
間
の
労
使
対
立

Ｌ
社
と
Ｘ
組
合
は
、
解
雇
や
賃
金
減
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
合
理

化
計
画
等
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
て
お
り
、
断
続
的
に
交
渉
を

行
っ
て
い
た
が
、
結
局
、
交
渉
は
決
裂
す
る
に
至
っ
た
。
Ｘ
組
合
は
、

当
該
交
渉
に
お
け
る
、
Ｌ
社
に
よ
る
関
連
会
社
の
財
務
資
料
開
示
拒
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否
が
、
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
と
し
、
平
成
二
一
年
九
月
二
七
日

に
、
大
阪
府
労
働
委
員
会
（
以
下
「
府
労
委
」
と
す
る
）
に
対
し
て
、

不
当
労
働
行
為
の
救
済
を
申
し
立
て
た１

）。

（
２
）
本
件
会
社
分
割
に
向
け
て
の
動
き

同
年
一
〇
月
一
日
、
Ｌ
社
は
、
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
（
出
席

者
は
Y
の
み
）、
新
設
の
Ｍ
社
に
製
造
部
門
を
承
継
さ
せ
る
旨
の
分

割
計
画
書
を
承
認
し
た
。
当
該
分
割
計
画
書
で
は
、
Ｌ
社
の
事
業
に

関
す
る
資
産
及
び
負
債
は
Ｍ
社
が
承
継
し
、
債
務
に
つ
い
て
は
Ｌ
社

が
重
畳
的
に
債
務
引
き
受
け
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
Ｌ
社
所

有
の
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
Y
に
対
し
て
代
物
弁
済
さ

れ
て
お
り
、
Ｌ
社
が
Y
か
ら
借
り
て
い
た
事
業
用
資
産
は
、
本
件
会

社
分
割
に
伴
い
、
Ｍ
社
に
無
償
で
貸
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ミ

キ
サ
ー
車
に
つ
い
て
は
、
Y
が
Ｍ
社
に
貸
与
し
た
上
で
、
Ｍ
社
か
ら

Ｌ
社
へ
転
貸
さ
れ
る
旨
が
、
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｍ

社
で
就
労
す
る
の
は
Ｌ
社
関
連
会
社
で
あ
る
訴
外
Ｎ
社
か
ら
の
派
遣

社
員
で
あ
り
、
輸
送
部
門
に
所
属
す
る
Ｘ
組
合
の
組
合
員
ら
は
Ｌ
社

に
残
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
合
意
書
原
案
を
作
成
し
、
本
件

会
社
分
割
の
手
続
を
行
っ
た
の
は
Y
で
あ
る
。

そ
の
後
同
年
一
一
月
一
日
に
、
Y
は
、
Ｌ
社
の
代
表
取
締
役
を
辞

任
し
、
訴
外
Ｊ
が
Ｌ
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。
な
お
、
Ｊ
は
、

Y
が
Y
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
生
コ
ン
関
係
の
仕
事
に
従
事
し

た
経
験
は
な
く
、
本
件
会
社
分
割
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
把
握
し
な
い

者
で
あ
る
う
え
、
就
任
後
、
一
度
も
Ｌ
社
に
出
社
し
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
会
社
分
割
後
も
Y
が
Ｌ
社
を
実
質
的
に
支
配
し
て

い
た
。

（
３
）
本
件
会
社
分
割
後
の
労
使
関
係

同
月
五
日
、
Ｍ
社
が
新
設
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
Ｍ
社
の
代
表

取
締
役
に
は
Y
が
就
任
し
た
。
Y
は
、

Ｌ
社
を
二
つ
に
分
け
て
、

生
か
す
会
社
と
潰
す
会
社
を
作
る
の
で
生
か
す
会
社
の
社
長
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
潰
す
会
社
に
労
働
組
合
を
残
し
て
そ
の
後
に
労
働
組
合

も
ろ
と
も
会
社
を
潰
し
、
生
か
す
会
社
で
生
コ
ン
の
仕
事
を
続
け
た

い
」
旨
の
Y
に
よ
る
依
頼
を
受
け
、
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
も
の

で
あ
る
。

Ｌ
社
は
、
本
件
従
業
員
ら
に
対
し
、
代
表
取
締
役
Ｊ
名
義
の
、

新
社
長
よ
り
社
員
に
対
す
る
挨
拶
状
」
と
題
す
る
書
面
に
よ
り
、

組
合
事
務
所
を
新
社
屋
に
移
転
さ
せ
る
旨
を
含
む
本
件
分
割
に
伴
う

変
更
事
項
を
通
知
し
た
。
な
お
、
Ｌ
社
の
新
社
屋
と
は
、
組
合
事
務

所
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
工
事
用
の
簡
易
プ
レ
ハ
ブ

で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
件
組
合
員
ら
は
、
組
合
事
務
所
の
一
方
的
変

更
が
、
組
合
事
務
所
の
供
与
等
を
定
め
た
協
定
に
違
反
す
る
と
主
張

し
、
旧
組
合
事
務
所
の
明
渡
し
を
拒
否
し
、
そ
の
使
用
を
続
け
た
上
、
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さ
ら
に
、
本
件
通
知
が
事
前
協
議
協
定
に
反
す
る
な
ど
と
し
て
、
Ｌ

社
に
対
し
、
団
体
交
渉
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。
Ｌ
社
が
、
こ
の
団
体

交
渉
を
拒
否
す
る
旨
回
答
し
た
た
め
、
Ｘ
組
合
は
、
府
労
委
に
対
し
、

本
件
会
社
分
割
に
伴
う
組
合
事
務
所
の
変
更
及
び
そ
の
後
の
団
体
交

渉
拒
否
が
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と
し
て
、
不
当
労
働
行
為
救
済

申
立
て
を
行
っ
た２

）。

３

事
業
閉
鎖

本
件
従
業
員
ら
が
出
社
し
た
と
こ
ろ
、

事
業
閉
鎖
の
告
知
」
と

題
す
る
Ｊ
名
義
の
書
面
が
貼
り
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、

運

営
継
続
不
能
と
判
断
し
…
…
本
日
を
以
て
事
業
を
閉
鎖
い
た
し
ま

す
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
業
閉
鎖
に
よ
り
X
ら
は
実

質
的
に
解
雇
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
三
月
以
降
の
賃
金
の
支
払

い
を
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
解
雇
通
知
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、
雇
用
保
険
の
受
給
を
直
ち
に
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

４

第
一
、
三
事
件

Ｘ
組
合
と
X
ら
は
、
本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
が
、
Ｘ
組
合

と
そ
の
組
合
員
を
排
除
す
る
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
不
当
労
働
行
為

で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
を
主
導
し
た
Y
（
破
産
管
財
人
Y
）
に
対
し
、

不
法
行
為
及
び
会
社
法
四
二
九
条
に
基
づ
き
、
こ
れ
に
関
与
し
た
と

み
ら
れ
る
Y
、
Y
、
Y
に
対
し
て
も
不
法
行
為
な
い
し
会
社
法
四
二

九
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
し
た
（
第
一
事
件
、
第
三

事
件
）。

５

街
宣
活
動

本
件
事
業
閉
鎖
以
降
、
本
件
組
合
員
ら
は
、
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、

組
合
事
務
所
で
の
待
機
、
Y
夫
妻
へ
の
追
尾
、
Y
自
宅
へ
の
訪
問
、

街
宣
活
動
（
以
下
「
本
件
街
宣
活
動
」
と
す
る
）
を
行
っ
た
。
本
件

街
宣
活
動
は
、
Y
夫
妻
の
自
宅
付
近
に
て
、
約
一
か
月
半
の
期
間
中

に
二
〇
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、

組
合
潰
し
は
や
め
ろ
」
な
ど

の
主
張
を
街
宣
車
に
搭
載
さ
れ
た
拡
声
器
を
用
い
て
行
う
と
い
う
態

様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
が
Y
自
宅
か
ら
聞
こ
え
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
間
、
Y
夫
妻
は
そ
れ
ぞ
れ
自
律
神
経
失
調
症
等
と
の
診
断
を
受
け

て
い
る
。

６

第
二
事
件

Y
夫
妻
は
、
Ｘ
組
合
に
よ
る
本
件
街
宣
活
動
等
に
対
し
差
止
め
を

請
求
し
、
さ
ら
に
、
当
該
諸
活
動
が
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
し
、
Ｘ

組
合
と
本
件
組
合
員
ら
に
対
し
、
同
人
ら
の
受
け
た
損
害
を
賠
償
す

る
こ
と
を
請
求
し
た
（
第
二
事
件
）。
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【
判
旨
】
X
ら
の
請
求
一
部
認
容
、
Y
夫
妻
の
請
求
一
部
認
容
。

１

本
件
会
社
分
割
、
事
業
閉
鎖
の
不
法
行
為
責
任
（
第
一
事
件
、

第
三
事
件
）

会
社
の
組
織
変
更
及
び
事
業
の
閉
鎖
は
、
基
本
的
に
は
会
社
経

営
者
の
経
営
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
が
、
労
働
組
合

員
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
社
分
割
を
利
用
し
て
労
働

組
合
員
が
所
属
し
な
い
会
社
に
従
前
の
会
社
の
実
質
を
維
持
し
つ
つ
、

労
働
組
合
員
が
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
会
社
を
閉
鎖
す
る
こ
と
は
、

不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
違
法
な
行
為
で
あ
り
、
労
働
組
合
員
の
権

利
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、
故
意
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
不
法
行
為
に

当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
１
）
従
前
の
会
社
の
実
質
維
持

Ｌ
社
が
事
業
閉
鎖
し
、
清
算
又
は
倒
産
す
る
こ
と
と
な
っ
て
も
、

製
造
部
門
は
Ｍ
社
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
上
、
輸
送
部
門
の
事
業
を
行

う
た
め
に
必
要
な
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
も
、
Ｍ
社
で
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
従
前
の
会
社
の
実
質
を

維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。」

（
２
）
本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
の
目
的

事
実
の
概
要
２
（
１
）
か
ら
、

Y
が
、
Ｘ
組
合
と
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
Ｌ
社
の
経
営
を
合
理
化
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
考
え

て
、
強
制
的
に
Ｘ
組
合
に
加
入
し
て
い
る
本
件
従
業
員
ら
を
排
除
す

る
た
め
に
、
本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
を
企
図
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
十
分
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
…
〔
ま
た
、
事
実
の
概

要
２
（
２
）
よ
り
、〕
本
件
会
社
分
割
後
も
Ｌ
社
を
実
質
的
に
支
配

し
て
い
た
の
は
Y
で
あ
っ
て
、
Ｊ
は
名
前
だ
け
の
代
表
取
締
役
に
す

ぎ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
実
質
的
に
は
自
ら
が
会
社
を
経
営
し
つ
つ
、

名
前
だ
け
の
代
表
取
締
役
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
Y
が
Ｘ
組

合
と
の
接
触
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
れ
る
。」

こ
れ
ら
の
事
情
に
よ
れ
ば
、
本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
は
、

Y
が
、
Y
と
共
謀
の
上
、
会
社
の
合
理
化
交
渉
に
応
じ
な
い
Ｘ
組
合

及
び
そ
の
組
合
員
で
あ
る
本
件
従
業
員
ら
を
Ｌ
社
か
ら
排
除
す
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
３
）
結
論

以
上
よ
り
、

本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
は
、
…
…
Ｌ
社
か

ら
Ｘ
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
本
件
従
業
員
ら
を
排
除
す
る
た
め
に

行
っ
た
一
連
の
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

〔
り
〕
…
…
、
不
法
行
為
に
も
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

（
４
）
各
人
の
責
任

（
ⅰ
）
Y
、
Y
に
つ
い
て

Ｌ
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
本
件
会
社
分
割
を
計
画
し
た
こ
と

は
…
…
〔
Y
本
人
〕
も
認
め
て
お
り
、
…
…
〔
事
実
の
概
要
２
、

３
〕
な
ど
か
ら
も
、
Y
が
上
記
不
法
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
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で
あ
る
か
ら
、
民
法
七
〇
九
条
及
び
民
法
七
一
九
条
に
基
づ
き
、
Ｘ

組
合
及
び
X
ら
に
対
し
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
…
…
〔
さ
ら
に
〕

Y
は
、
取
締
役
退
任
以
降
も
実
質
的
に
Ｌ
社
を
支
配
し
て
い
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Y
に
つ
き
、
会
社
法
四
二
九
条
が
類
推
適
用

さ
れ
る
。
…
…
〔
上
記
不
法
行
為
〕
は
取
締
役
と
し
て
の
善
管
注
意

義
務
に
も
違
反
し
、
か
つ
、
違
反
す
る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
X
ら
に
生
じ
た
損
害
に

つ
い
て
、
同
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
…
…
〔
ま
た
、〕
Y
は
、
…
…
請
求
原
因
事
実
を

争
っ
て
い
な
い
か
ら
、
同
人
と
の
関
係
で
は
、
Ｘ
組
合
及
び
X
ら
の

請
求
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
ⅱ
）
Y
、
Y
に
つ
い
て

事
実
か
ら
は
、
Y
「
が
Y
と
共
謀
し
て
本
件
会
社
分
割
を
行
っ
た

と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
違
法
な
目
的
を
認
識
し
得
た
と
も

認
め
る
に
足
り
な
い
。」
Y
に
つ
い
て
も
、
本
件
会
社
分
割
が
、
違

法
な
目
的
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
又
は
認
識
し
得
た
と
は
認

め
ら
れ
ず
、
よ
っ
て
、
Y
、
Y
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

（
５
）
損
害
賠
償
額

（
ⅰ
）
X
ら
の
損
害

X
ら
は
、
…
…
民
法
五
三
六
条
二
項
に
基
づ
き
、
Ｌ
社
が
事
業

を
閉
鎖
し
た
平
成
二
三
年
三
月
一
〇
日
以
降
も
賃
金
債
権
を
有
し
て

い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
…
…
本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
に
よ
り
、

X
ら
は
、
未
払
い
と
な
っ
て
い
る
…
…
賃
金
を
受
け
取
る
権
利
を
侵

害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
X
ら
が
被
っ
た
経
済
的
損

害
は
、
同
年
二
月
一
六
日
か
ら
同
年
六
月
二
六
日
ま
で
の
賃
金
相
当

額
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
」
る
。
ま
た
、

本
件
に
表
れ
た
一
切

の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
X
ら
に
対
す
る
慰
謝
料
と
し
て
、〔
各
人
〕

八
〇
万
円
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
ⅱ
）
Ｘ
組
合
の
損
害

本
件
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
は
、
…
…
Ｘ
組
合
の
影
響
力
を

著
し
く
弱
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
組
合
と
し
て
の
名
誉
信
用
を
低
下

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｘ
組
合
も
…
…
大
き
な
非
財
産
的

損
害
を
被
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
」、
そ
の
額
は
一
五
〇
万
円
が
相

当
で
あ
る
。

２

街
宣
活
動
等
（
第
二
事
件
）

（
１
）
私
生
活
上
の
平
穏
の
侵
害

事
実
の
概
要
５
に
い
う
追
跡
行
為
、
自
宅
訪
問
は
「
Y
夫
妻
に
対

す
る
連
絡
お
よ
び
面
談
を
強
要
す
る
行
為
で
あ
る
と
と
も
に
私
生
活

上
の
行
動
を
監
視
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
Y
夫
妻
の
私
生
活
上
の
平

穏
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
。」
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ま
た
、
本
件
街
宣
活
動
は
、

Y
夫
妻
の
自
宅
近
く
に
長
時
間
と

ど
ま
っ
て
…
…
〔
行
わ
れ
た
と
は
〕
認
め
ら
れ
な
い
が
、〔
事
実
の

概
要
５
の
と
お
り
〕
二
か
月
ち
か
く
に
わ
た
り
多
数
回
に
わ
た
り
行

わ
れ
て
お
り
、
平
成
二
三
年
四
月
一
三
日
に
は
拡
声
器
を
用
い
て
相

当
な
大
声
で
…
…
叫
ぶ
と
と
も
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。
街
宣
の
内
容
も
Y
の
名
前
を
頻
繁
に
挙
げ
て
い
る
と
と
も
に
、

…
…
そ
の
家
族
も
加
担
し
た
詐
欺
行
為
で
あ
る
と
述
べ
る
な
ど
、
Y

夫
妻
を
含
め
た
個
人
を
非
難
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
前
記
街
宣
活
動
も
、
Y
夫
妻
の
私
生
活
上
の
平
穏
を
害
す
る
行
為

で
あ
る
。」

な
お
、
組
合
事
務
所
へ
の
滞
在
等
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
違

法
な
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
違
法
性

前
記
各
行
為
は
、
…
…
本
件
会
社
分
割
及
び
…
…
事
業
閉
鎖
に

対
す
る
抗
議
活
動
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Y
は

…
…
、
Ｌ
社
及
び
Ｍ
社
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
使
用
者
に
対
す
る
労
働
組
合
活
動
と
し
て
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、
労
使
関
係
の
場
で
生
じ
た
問
題
は
、
労
使
関
係
の
領
域

で
あ
る
職
場
領
域
で
解
決
す
べ
き
で
あ
り
、
使
用
者
と
い
え
ど
も
、

個
人
と
し
て
、
住
居
の
平
穏
や
地
域
社
会
な
い
し
私
生
活
の
領
域
に

お
け
る
名
誉
・
信
用
が
保
護
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
使

用
者
の
私
生
活
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
組
合

活
動
で
あ
る
こ
と
の
故
を
も
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

本
件
追
跡
行
為
や
自
宅
訪
問
は
、

明
ら
か
に
個
人
の
私
的
領
域

に
紛
争
を
持
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
、
労
働
組
合
活
動
と
し
て
正
当
化

さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
。」

街
宣
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
施
場
所
、
内
容
、
回
数
な
ど
か

ら
し
て
、

Y
夫
妻
及
び
そ
の
家
族
の
私
生
活
に
著
し
い
支
障
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
本
件
会
社
分
割
に
よ
り
新
設

さ
れ
た
Ｍ
社
が
本
件
自
宅
の
近
く
に
あ
る
こ
と
、
Ｌ
社
の
新
社
屋
は

組
合
事
務
所
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
指
定
さ
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
使

用
者
が
滞
在
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
社
会

的
相
当
性
を
逸
脱
し
た
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。」

（
３
）
差
止
の
対
象
、
必
要
性

Ｘ
組
合
と
そ
の
組
合
員
ら
は
、
Y
夫
妻
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
、

違
法
な
連
絡
及
び
面
談
の
強
要
並
び
に
監
視
を
行
っ
て
い
る
か
ら
こ

れ
を
差
し
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

…
…
〔
街
宣
活
動
に
つ
い
て
は
、〕
証
拠
か
ら
認
め
ら
れ
る
本
件

自
宅
周
辺
の
状
況
等
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
自
宅
か
ら
半
径
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
で
…
…
禁
止
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
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（
４
）
損
害
賠
償

上
述
の
と
お
り
、
本
件
街
宣
活
動
等
は
、
違
法
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
街
宣
行
為
が
、
Y
夫
妻
の
社
会
的
名
誉
を
侵
害
す
る
行
為

で
あ
り
、
そ
の
態
様
は
労
働
組
合
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
言
論
内
容
の
正
当
性
如
何
に
か
か

わ
ら
ず
、
名
誉
権
を
侵
害
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
組
合
及
び
そ
の
組
合
員
ら
は
、
Y
夫
妻
に

対
し
、
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
上
記
違
法
な
街
宣
活
動
等
に
よ
り
同

人
ら
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が
あ
る
。」
そ
の
慰
謝
料
の

額
は
、
Y
に
対
し
三
〇
万
円
、
Y
に
対
し
五
〇
万
円
と
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

【
検
討
】
結
論
賛
成
（
第
一
、
三
事
件
）、
判
旨
反
対
（
第
二
事
件
）

は
じ
め
に

本
件
は
、
以
下
で
検
討
す
る
と
お
り
、
き
わ
め
て
特
殊
な
事
案
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
も
事
例
判
断
と
し
て
の

側
面
が
強
い
。
し
か
し
、
理
論
的
に
検
討
す
べ
き
争
点
も
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
事

案
の
特
徴
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
事
件
の
全
体
に
わ
た
っ
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
控
訴
審
判

決
（
大
阪
高
判
平
二
七
・
一
二
・
一
一
労
判
一
一
三
五
号
二
九
頁
）

も
す
で
に
出
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
原
審
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
か

つ
主
要
部
分
に
つ
い
て
は
当
事
者
双
方
か
ら
の
控
訴
が
な
く
原
審
が

確
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
地
裁
判
決
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

一

会
社
分
割
、
事
業
閉
鎖
の
不
法
行
為
責
任

１

本
判
決
の
意
義

本
件
は
、
組
合
排
除
を
目
的
と
し
た
会
社
分
割
（
新
設
）
及
び
そ

の
後
の
事
業
閉
鎖
（
そ
れ
に
伴
う
X
ら
の
事
実
上
の
解
雇
）
に
つ
き
、

不
当
労
働
行
為
、
ひ
い
て
は
不
法
行
為
で
あ
る
と
し
、
直
接
の
行
為

者
Y
ら
の
責
任
ほ
か
、
司
法
書
士
に
つ
い
て
も
共
同
不
法
行
為
に
よ

る
損
害
賠
償
責
任
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
特
徴
と
し
て
、

①
地
位
確
認
及
び
賃
金
請
求
は
な
さ
れ
ず
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
に
留
め
ら
れ
た
点
、
②
会
社
分
割
（
新
設
）
を
利
用
し

た
組
合
壊
滅
行
為
が
行
わ
れ
た
点
、
③
会
社
分
割
に
関
与
し
た
司
法

書
士
へ
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
②

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
た
企
業
変
動
に
伴
う
解
雇
と
は
異

な
る
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
は
先
例
と
し
て
の
大
き
な
意

義
を
持
ち
う
る
。
た
だ
し
、
背
景
事
情
と
し
て
、
業
務
関
連
会
社
が

す
べ
て
Y
ら
の
系
列
会
社
で
あ
る
う
え
に
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
倒
産

し
て
い
る
点
や
、
被
告
の
一
人
Y
が
全
面
的
に
Ｘ
組
合
側
の
請
求
を

認
め
て
い
る
点
等
、
特
異
な
事
情
が
多
く
み
ら
れ
る
点
に
は
、
留
意
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が
必
要
で
あ
る
。

２

本
判
決
の
判
断
枠
組
み

先
に
述
べ
た
通
り
、
本
件
は
、
不
当
な
解
雇
が
な
さ
れ
た
際
、
一

般
的
に
み
ら
れ
る
、
地
位
確
認
請
求
や
賃
金
請
求
等
で
は
な
く
、
不

法
行
為
等
に
基
づ
く
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
関
係

会
社
が
す
べ
て
倒
産
し
て
お
り
、
地
位
の
確
認
を
す
る
実
質
的
意
味

は
な
く
、
さ
ら
に
使
用
者
で
あ
っ
た
Y
が
破
産
し
て
お
り
、
当
人
に

対
す
る
責
任
追
及
の
み
で
は
、
実
効
性
の
あ
る
救
済
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
請
求
と
さ
れ
た
背
景
と
考
え
ら
れ
る
（
実
際
、

関
連
会
社
の
倒
産
、
Y
の
破
産
前
の
段
階
で
は
、
地
位
確
認
を
請
求

す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
ま
た
、
不
当
労
働
行
為
事
件

で
あ
る
た
め
、
労
働
者
側
に
は
、
労
働
委
員
会
に
救
済
を
求
め
る
と

い
う
選
択
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
で
は
、
現
に
府
労
委

か
ら
、
救
済
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同
救
済
命
令
は
、
労
組
法
上

の
使
用
者
へ
の
帰
責
性
を
追
求
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
手
段
を
用

い
た
と
し
て
も
、
真
に
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
、
本

訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る３

）。

（
１
）
企
業
変
動
に
よ
る
解
雇
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
及
び

不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
事
例

不
当
労
働
行
為
と
し
て
の
企
業
変
動
を
利
用
し
た
解
雇
が
な
さ
れ

た
事
案
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
法
人
格
否
認
の
法
理
に
基
づ
く
地

位
確
認
等
の
請
求
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
加
え
（
ま
た
は
予
備
的
請
求

と
し
て
）、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
裁
判
例

は
、
比
較
的
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
が
認
め

ら
れ
た
代
表
的
な
裁
判
例
と
し
て
は
、
①
第
一
交
通
産
業
ほ
か
（
佐

野
第
一
交
通
）
事
件
（
大
阪
高
判
平
一
九
・
一
〇
・
二
六
労
判
九
七

五
号
五
〇
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
、
同
類
型
の
近
年
に
お
け
る
も
の
と
し

て
、
②
ワ
イ
ケ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
九
州
定
温
輸
送
）
事
件
（
福
岡
地
小

倉
支
判
平
二
一
・
六
・
一
一
労
判
九
八
九
号
二
〇
頁
）、
サ
カ
キ
運
輸

ほ
か
（
法
人
格
濫
用
）
事
件
（
福
岡
高
判
平
二
八
・
二
・
九
労
判
一

一
四
三
号
六
七
頁
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
を
認
め
な

か
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
板
山
運
送
事
件
（
名
古
屋
地
判
平
一
七
・

四
・
一
九
労
判
八
九
九
号
七
六
頁
）
等４

）が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
件
の
よ
う
に
、
地
位
確
認
等
の
請
求
を
な
さ
ず
、

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
の
み
を
な
し
た
例
は
、
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
。
強
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
東
日
本
大
震
災
後
の
会
社
解
散

に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
原
告
ら
が
、
当
該
解
散
、
解
雇
は
組
合
つ
ぶ
し

の
た
め
に
な
さ
れ
た
不
法
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
た
も
の
が
あ
る

（
仙
台
地
判
平
二
四
・
一
〇
・
二
六

判
例
集
未
登
載
（L

E
X
/D
B

５
）

25445390
））。
た
だ
し
当
該
事
案
は
、
明
ら
か
に
経
営
悪
化
に
よ
る

解
散
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
詳
細
な
判
断
な
し
に
原
告
ら

判例研究
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の
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
本
件
判
断
枠
組
み
と
同
類
型
の
前
記
の
裁
判
例
①
②

の
損
害
賠
償
に
関
す
る
判
断
部
分
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。

（
２
）
判
断
枠
組
み
の
検
討

判
旨
は
、

会
社
の
組
織
変
更
及
び
事
業
の
閉
鎖
は
、
基
本
的
に

は
会
社
経
営
者
の
経
営
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
が
、

ⅰ
）
労
働
組
合
員
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ⅱ
）
会
社

分
割
を
利
用
し
て
労
働
組
合
員
が
所
属
し
な
い
会
社
に
従
前
の
会
社

の
実
質
を
維
持
し
つ
つ
、
労
働
組
合
員
が
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た

会
社
を
閉
鎖
す
る
こ
と
は
、
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
違
法
な
行
為

で
あ
り
、
労
働
組
合
員
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、
故
意
も
認

め
ら
れ
る
か
ら
不
法
行
為
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

と
の
理
論
を
提
示
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
事
実
を
あ
て
は
め
て
、
本

件
会
社
分
割
、
事
業
閉
鎖
が
不
当
労
働
行
為
お
よ
び
不
法
行
為
で
あ

る
と
し
、
Ｘ
組
合
、
そ
の
組
合
員
ら
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
一
部

認
容
し
た
。

具
体
的
に
検
討
す
る
と
、
上
記
理
論
は
、
企
業
経
営
者
に
「
組
織

変
更
・
会
社
解
散
の
自
由
」
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、

ⅰ
）

ⅱ
）
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
本
来
自
由
で
あ
る
組

織
変
更
・
会
社
解
散
が
不
当
労
働
行
為
に
該
当
し
違
法
で
あ
り
、
権

利
の
侵
害
、
故
意
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
不
法
行
為
を
構
成
し
う

る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

ⅱ
）
に
つ
い

て
、
本
件
に
お
い
て
は
事
業
資
産
、
両
社
の
債
務
負
担
の
状
況
か
ら
、

従
前
の
会
社
の
実
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
」
で
あ
る
と
し
、

本
要
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
本
要
件
は
、

会
社
解
散
後
も
実
質
的
に
同
一
の
企
業
が
存
続
す
る
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
偽
装
解
散６

）（
の
た
め
の
会
社
分
割
）
の
よ
う
な
外
形
が
あ
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
、
①
第
一
交
通
産
業
ほ
か
（
佐
野
第
一
交
通
）
事

件
の
枠
組
み
は
、

親
会
社
が
、
子
会
社
に
存
す
る
（
ⅰ
）
労
働
組

合
を
壊
滅
さ
せ
る
等
の
不
当
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
（
ⅱ′
）
支

配
的
な
地
位
を
利
用
し
て
こ
れ
を
解
散
し
、
子
会
社
の
従
業
員
の
雇

用
機
会
を
喪
失
さ
せ
た
と
き
」
に
は
不
法
行
為
に
当
た
る
と
し
、
不

当
な
目
的
の
ほ
か
、

支
配
的
な
地
位
を
利
用
」
し
た
解
散
で
あ
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
②
ワ
イ
ケ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
九
州
定
温

輸
送
）
事
件
も
文
言
は
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
判
断
枠
組
み
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
親
会
社
へ
の
不
法
行
為
責
任
を
追
及
し
た
事

案
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ⅱ′
）
の
要
件
（
本
件
で
い
う
と
こ
ろ
の

要
件
（
ⅱ
））
は
、
親
会
社
の
子
会
社
従
業
員
で
あ
る
組
合
員
ら
へ

の
帰
責
性
を
判
断
す
る
要
件
と
し
て
、
用
い
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ

る
。
法
人
格
否
認
の
法
理
に
基
づ
く
地
位
確
認
請
求
と
合
わ
せ
て
な

さ
れ
た
請
求
で
あ
っ
た
た
め
、
同
法
理
に
準
じ
た
枠
組
み
と
な
っ
て

（83-４- ）977 241
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い
る
。
な
お
、
こ
の
点
、
②
事
件
に
お
い
て
は
、
地
位
確
認
請
求
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
一
方
で
、
不
法
行
為
の
成
立
は
認
め
ら
れ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
法
人
格
否
認
の
法
理
よ
り
も
、
判
断
枠
組
み
自
体
が

緩
や
か
で
あ
る
、
ま
た
は
そ
れ
へ
の
あ
て
は
め
が
緩
や
か
で
あ
る
も

の
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
件
の
判
断
枠
組
み
は
、
大
枠
と
し
て
、
従
前
の
こ
れ
ら
親
子
会

社
事
例
の
判
断
枠
組
み
を
、
会
社
分
割
事
例
に
も
応
用
さ
せ
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
件
は
あ
く
ま
で
も
、
会
社
分
割
、
事
業

閉
鎖
を
行
っ
た
Y
ら
へ
の
不
法
行
為
責
任
の
み
を
追
及
す
る
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
点
、
①
②
事
件
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
判
断
枠
組
み
が
、
あ
た
か
も
必
須
要
件
で
あ
る

か
の
ご
と
く
（
ⅱ
）
偽
装
解
散
の
要
件
を
（
ⅰ
）
目
的
の
要
件
と
同

列
に
大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
疑
問
が
残
る
。
違
法

性
を
強
調
す
る
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
情
で
は
あ
る
と
は

い
え
る
が
、（
ⅱ
）
の
要
件
の
充
足
が
不
法
行
為
成
立
の
必
須
要
件

と
は
言
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
補
足
的
な
要
件
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
偽
装
解
散
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
枠
組
み
を
立
て
た
と
推
測
す
る
こ
と
も

で
き
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
事
案
に
応
じ
て
枠
組

み
を
柔
軟
に
変
化
さ
せ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
本
類
型
の
事
案
に

つ
い
て
は
、
未
だ
事
例
判
断
を
積
み
重
ね
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い

と
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
本
件
で
は
、
①
②
事
件
で
も
認
め
ら
れ
た
慰
謝
料
の
み
な

ら
ず
、
一
定
期
間
の
賃
金
相
当
額
の
賠
償
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
請

求
内
容
の
違
い
に
よ
る
差
で
は
あ
る
が
、
同
類
型
事
案
に
お
い
て
の

先
例
的
判
断
と
い
え
る
。

（
３
）
会
社
分
割
制
度
の
濫
用

企
業
変
動
を
巧
み
に
利
用
し
た
組
合
員
の
解
雇
、
組
合
つ
ぶ
し
の

事
案
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
み
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
み
ら
れ
て
き
た
も
の
の
多
く
は
、
①
、
②
事
件
の
よ
う
な
親
会
社

に
よ
る
子
会
社
の
解
散
、
使
用
者
が
労
働
組
合
を
嫌
悪
し
て
会
社
そ

の
も
の
を
解
散
さ
せ
る
も
の
等
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
は
会
社
分

割
を
そ
の
手
段
と
し
て
用
い
た
新
類
型
の
事
案
で
あ
っ
た
。
用
い
ら

れ
た
手
段
が
会
社
分
割
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
最
終
的
に
な
さ
れ

た
の
は
、
偽
装
解
散
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ

れ
ま
で
の
事
案
と
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
と
も
解
し
う
る
。
し
か
し
、

手
続
き
上
は
何
ら
問
題
な
く
会
社
分
割
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
も
、
不
法
行
為
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
点
か
ら
も
、
会
社

分
割
を
用
い
た
新
類
型
の
事
案
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
不
当
労
働
行

為
事
例
で
は
な
い
が
、
手
続
き
上
適
法
に
な
さ
れ
た
倒
産
と
そ
の
後

の
営
業
権
の
承
継
が
制
度
の
濫
用
で
あ
る
と
し
た
裁
判
例
も
存
在
す

る
（
日
本
言
語
研
究
所
ほ
か
事
件

東
京
地
裁
平
二
一
・
一
二
・
一
〇
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労
判
一
〇
〇
〇
号
三
五
頁７

））。

と
こ
ろ
で
、
会
社
分
割
に
際
し
、
承
継
さ
れ
る
事
業
に
従
事
す
る

労
働
者
に
関
し
て
は
、
労
働
契
約
承
継
法
が
、
一
定
の
保
護
規
定
を

定
め
て
い
る
（
な
お
、
会
社
法
上
も
、
承
継
さ
れ
る
債
権
者
の
保
護

手
続
き
を
整
備
し
て
い
る
）。
と
こ
ろ
が
、
承
継
事
業
に
主
と
し
て

従
事
せ
ず
、
か
つ
分
割
会
社
に
取
り
残
さ
れ
る
労
働
者
を
保
護
す
る

規
定
は
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い８

）た
め
（
債
権
者
一
般
に
つ
い
て
は
判

例
及
び
近
年
の
会
社
法
改
正９

））、
本
件
で
も
、
分
割
会
社
に
取
り
残

さ
れ
た
従
業
員
ら
は
、
事
業
閉
鎖
に
至
る
ま
で
の
間
、
な
す
す
べ
が

な
か
っ
た
。
本
件
解
雇
は
、
い
わ
ば
法
の
欠
缺
が
巧
み
に
利
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う10

）。
こ
の
点
、
裁
判
所
が
示
し
た
本
件

判
断
枠
組
み
は
、

労
働
組
合
員
が
所
属
し
な
い
会
社
」
や
「
労
働

組
合
員
が
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
会
社
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て

お
り
、
組
合
壊
滅
を
企
図
す
る
会
社
分
割
全
般
に
対
し
、
事
後
的
に

救
済
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
件
が
、
残
存
労
働
者
ら
に
対
し
て
、
事
後
的
な
保
護
の
可
能
性
を

開
い
た
こ
と
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
事
案
に
す

ぎ
な
い
こ
と
等
、
事
案
の
特
性
を
考
慮
し
て
も
な
お
大
き
な
意
義
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。

二

街
宣
活
動

本
件
街
宣
活
動
等
は
、
事
業
閉
鎖
、
全
員
解
雇
が
な
さ
れ
、
企
業

内
で
の
活
動
が
不
能
と
い
え
る
状
況
下
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
は
本
件
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
街
宣
活
動

は
、
様
々
な
態
様
で
行
わ
れ
る11

）が
、
特
に
問
題
と
さ
れ
る
の
が
、
使

用
者
、
会
社
役
員
の
私
宅
、
ま
た
そ
の
近
辺
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
本
件
も
こ
れ
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
。
私
宅
、
事
業

所
が
近
接
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
本
件
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
街
宣
活
動
に
対
す
る
使
用
者
側
の
対
抗
手
段
と
し
て
、
近

年
増
え
て
い
る
の
が
、
本
件
の
よ
う
な
、
当
該
行
為
の
差
止
め
、
損

害
賠
償
を
労
働
者
側
へ
求
め
る
と
い
う
訴
訟
で
あ
る12

）。

（
１
）
本
件
の
判
断
枠
組
み

判
旨
は
、
ま
ず
、

ⅰ
）
街
宣
活
動
等
の
一
般
法
上
の
違
法
性
を

認
定
し
た
う
え
で
、

ⅱ
）
違
法
性
が
認
定
さ
れ
た
（
私
生
活
上
の

平
穏
を
侵
害
す
る
と
さ
れ
た
）
各
行
為
に
つ
き
、
社
会
相
当
性
、
違

法
性
阻
却
の
可
能
性
を
判
断
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
裁
判
例
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
街
宣
活
動

等
、
組
合
活
動
に
関
す
る
判
断
と
し
て
の
特
殊
性
が
現
れ
る
の
は

（
ⅱ
）
の
判
断
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
検
討
す
る
。

本
判
旨
は
、

ⅱ
）
の
具
体
的
検
討
に
入
る
前
に
、
本
件
各
行
為

が
、

使
用
者
」
に
対
す
る
労
働
組
合
活
動
と
い
え
る
の
か
を
確
認
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し
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
Y
の
使
用
者
性
が
事
実
か
ら
明
ら

か
で
あ
っ
た
た
め
、
結
論
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
の
、
組
合
活
動
の

相
手
方
を
使
用
者
に
限
定
し
て
し
ま
う
も
の
と
も
読
み
取
る
こ
と
の

可
能
な
こ
の
枠
組
み
に
は
、
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
が
主
要
な
争
点

と
な
っ
た
教
育
社
労
働
組
合
事
件
（
東
京
地
判
平
二
五
・
二
・
六
労

判
一
〇
七
三
号
六
五
頁
）
の
判
断
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
は
多
く
の
批
判13

）が
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
①
労
使
関
係
の
場
で
生
じ
た
問
題
は
、
労
使
関
係

の
領
域
で
あ
る
職
場
領
域
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
原
則
を
確

認
し
、
使
用
者
と
い
え
ど
も
、
個
人
と
し
て
、
住
居
の
平
穏
や
地
域

社
会
な
い
し
私
生
活
の
領
域
に
お
け
る
名
誉
・
信
用
が
保
護
、
尊
重

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
諸
活
動
が
②
使
用
者
の
私
生
活
の
領
域

に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
組
合
活
動
で
あ
る
こ
と
の
故

を
も
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
と
し
て
、
組
合
活
動
と
し
て
の
保
護
を
受
け
な
い
と
判
断
し
た
。

す
な
わ
ち
、
当
該
活
動
が
実
施
さ
れ
た
場
所
に
つ
き
、
職
場
領
域

と
私
生
活
領
域
と
を
分
類
し
、
職
場
領
域
に
お
け
る
活
動
は
、
組
合

活
動
と
し
て
憲
法
二
八
条
上
の
保
護
を
受
け
る
が
、
私
生
活
領
域
で

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
組
合
に
よ
る
活
動
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
組

合
活
動
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
憲
法
二
一
条
（
表
現

の
自
由
）
の
保
護
を
受
け
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
年

の
裁
判
例
の
多
数
（
東
京
・
中
部
地
域
労
働
者
組
合
（
街
宣
活
動
）

事
件

東
京
高
判
平
一
七
・
六
・
二
九
労
判
九
二
七
号
六
七
頁
な
ど
）

が
、
こ
の
枠
組
み
を
用
い
た
判
断
を
な
し
て
お
り
、
本
件
も
そ
の
潮

流
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る14

）。

通
常
、
組
合
活
動
と
し
て
の
街
宣
活
動
に
つ
い
て
は
、
行
為
態
様
、

実
施
場
所
、
時
間
、
内
容
、
背
景
事
情
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
う

え
で
、
組
合
活
動
と
し
て
の
正
当
性
が
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
国
鉄
高
崎
地
本
事
件
東
京
高
判
平
五
・
二
・
一
〇
労
判
六
二
八
号
五

七
頁
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク
（
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
事
件

東
京
地

判
平
一
九
・
三
・
一
六
労
判
九
四
五
号
七
六
頁
な
ど
）
と
こ
ろ
、
定

義
す
ら
曖
昧
で
あ
る
「
私
生
活
領
域
」
に
活
動
が
及
ん
だ
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
組
合
活
動
の
正
当
性
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
本

件
判
断
枠
組
み
に
は
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
。
確
か
に
、
使
用
者
、

経
営
者
な
ど
の
立
場
に
あ
る
者
も
、
当
然
に
、
私
生
活
上
の
平
穏
や

名
誉
等
を
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
労
働
組
合
の
活
動
も
ま
た
憲
法
上
保

護
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
権
利
を
調
整
す
る

必
要
が
生
ず
る
が
、
そ
の
活
動
場
所
の
み
に
重
点
を
置
い
て
、
そ
の

正
当
性
を
判
断
す
る
と
い
う
の
は
、
果
た
し
て
妥
当
と
い
い
う
る
の

か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
私
生
活
領
域
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
も
憲

法
二
八
条
に
よ
る
保
護
さ
れ
る
余
地
を
与
え
た
裁
判
例
も
少
数
で
あ
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る
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
①
の
原
則
を
踏
ま
え
た
上
で
、

労
働
者
の
経
済
的
地

位
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
第
三
者
に
対
し
街
宣
活
動
等
の
表
現
活

動
に
及
ぶ
こ
と
も
、
そ
れ
が
期
間
、
回
数
及
び
方
法
等
の
態
様
に
お

い
て
、
正
当
な
労
働
組
合
活
動
と
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
内
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
違
法
性
が
阻
却
さ

れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
す
る
（
河
内
長
野
衛
生
事
業

所
事
件

大
阪
高
判
平
二
二
・
一
一
・
三
〇
労
旬
一
七
七
八
号
六
四

頁
）。
私
生
活
領
域
で
の
活
動
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
に
、
組
合

活
動
と
し
て
保
護
の
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
総
合
考
慮
に
よ
る
と
い

う
判
断
枠
組
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
場
所
的
要
素
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
な
態
様
の
判
断
に
吸
収
さ
れ
て
考
慮
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
、

当
該
判
断
に
お
け
る
こ
の
点
に
関
す
る
考
慮
の
手
法
は
、
平
穏
な
生

活
を
侵
害
す
る
た
め
に
当
該
場
を
「
狙
い
う
ち
」
に
し
た
か
否
か
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
該
私
宅
等
の
平
穏
を
こ
と

さ
ら
に
侵
害
す
る
等
の
目
的
を
も
っ
て
当
該
場
で
の
活
動
を
行
っ
た

と
い
え
る
か
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
①
の
原
則
を
と
る
多
数
の
裁
判
例
の
流
れ
に
沿
い
つ
つ
も
、

労
働
組
合
の
活
動
が
企
業
経
営
者
等
の
私
生
活
領
域
に
お
い
て
行

わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
活
動
が
労
働
組
合
活
動
で
あ
る
こ

と
の
み
か
ら
直
ち
に
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
、
特

別
の
必
要
性
に
基
づ
く
、
企
業
経
営
者
等
の
住
居
の
平
穏
や
地
域
社

会
に
お
け
る
名
誉
・
信
用
と
い
う
具
体
的
な
法
益
を
侵
害
し
な
い
態

様
の
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
労
働
組
合
活
動
と
し
て
…
…
相

当
性
を
有
し
、
容
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
」
と
し
た
裁
判
例
も

存
在
す
る
（
東
京
・
中
部
地
域
労
働
者
組
合
（
第
二
次
街
宣
活
動
）

事
件

東
京
地
判
平
二
五
・
五
・
二
三
労
判
一
〇
七
七
号
一
八
頁
）。

狙
い
う
ち
」
や
「
特
別
の
必
要
性
」
に
よ
る
判
断
は
と
も
か
く

と
し
て
、
裁
判
所
の
い
う
私
生
活
領
域
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
も
、

表
現
の
自
由
に
と
ど
ま
ら
ず
、
組
合
活
動
と
し
て
憲
法
二
八
条
に
よ

る
保
護
を
受
け
得
る
と
し
た
点
は
、
評
価
で
き
る
。
本
件
を
こ
れ
ら

に
当
て
は
め
る
と
、
ど
ち
ら
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も

街
宣
活
動
の
部
分
は
正
当
な
組
合
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
余
地
は

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
件
の
枠
組
み
を
用
い
る
に
し
て
も
、
本
件
街
宣
活
動

が
Y
の
悪
質
な
行
為
（
不
法
行
為
と
評
価
さ
れ
る
行
為
）
に
対
抗
す

る
た
め
に
や
む
な
く
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
職
場
領
域
と

さ
れ
る
領
域
が
極
め
て
限
定
的
か
つ
、
そ
の
領
域
さ
え
も
、
私
宅
と

近
接
す
る
こ
と
に
よ
り
私
生
活
領
域
に
包
含
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
等

の
事
案
の
特
質
を
考
慮
す
る
と
、
X
ら
の
組
合
活
動
の
正
当
性
を
肯

定
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
と
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
判
旨
は
、
こ

れ
ら
を
、
い
ち
お
う
考
慮
し
た
う
え
で
違
法
と
判
断
し
て
お
り
、
や

（83-４- ）981 245
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は
り
表
現
の
自
由
の
枠
内
で
の
保
護
に
と
ど
ま
る
以
上
、
事
案
に
現

れ
た
「
組
合
活
動
と
し
て
の
特
徴
」
が
判
断
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト

は
微
弱
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。
本
件
の
よ
う
な
限
界
事
例
が
生
じ
う

る
こ
と
も
加
味
し
、
例
外
的
で
あ
れ
、
私
生
活
領
域
に
お
い
て
も
憲

法
二
八
条
に
よ
る
「
組
合
活
動
」
と
し
て
の
保
護
可
能
性
を
残
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

こ
の
ほ
か
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
会
社
分
割
の
手
続
き
を

行
っ
た
司
法
書
士
に
対
し
て
も
会
社
分
割
及
び
事
業
閉
鎖
に
つ
き
損

害
賠
償
責
任
の
追
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
特
徴
と
し
て
指

摘
で
き
る
。
本
判
決
は
、
会
社
分
割
の
目
的
等
を
認
識
し
て
い
た
と

は
い
え
な
い
と
し
、
そ
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
本
件
控
訴
審
に
お
い
て
、
判
断
が
覆
り
、
司
法
書
士

へ
の
損
害
賠
償
請
求
も
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
Ｌ
社
の
労
使
関
係
等
の
事
情
を
把
握
し
て
い
た
う
え
で
、

司
法
書
士
と
し
て
手
続
き
へ
関
与
し
た
こ
と
を
最
大
限
に
考
慮
し
た

結
果
で
あ
ろ
う
か
。
使
用
者
ら
へ
の
責
任
追
及
に
よ
っ
て
は
救
済
が

著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
控
訴
審
の
判

断
は
、
労
働
者
ら
に
対
し
て
の
実
効
性
の
あ
る
救
済
と
い
う
側
面
か

ら
大
き
な
意
義
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

背
景
事
情
と
し
て
の
特
殊
性
を
捨
象
す
る
と
、
本
件
は
、
会
社
分

割
制
度
の
濫
用
、
職
場
外
で
の
組
合
活
動
と
い
う
、
比
較
的
新
し
い

論
点
に
対
し
、
判
断
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、

興
味
深
い
事
案
で
あ
る
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
例
と
し
て

意
義
の
あ
る
裁
判
例
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

１
）

大
阪
府
労
委
平
二
四
・
一
一
・
二
労
旬
一
七
九
四
号
六
七
頁
。

注
２
の
申
立
と
併
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
こ
の
部
分
の
申
立
に

つ
い
て
、
府
労
委
は
棄
却
し
た
。

２
）

前
掲
注

１
）。
当
該
申
立
に
つ
き
、
府
労
委
は
、
申
立
人
Ｘ
組

合
の
申
立
を
認
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
な
さ
れ
た
本
件
会

社
分
割
、
事
業
閉
鎖
が
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
す
る
救
済
申
立
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
を
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
認
定
し
、
被
申
立
人

で
あ
る
Ｌ
社
お
よ
び
Ｍ
社
に
対
し
重
畳
的
に
、
組
合
員
ら
の
原
職
復

帰
や
バ
ッ
ク
ペ
イ
等
の
命
令
を
出
し
た
（
確
定
）。
本
命
令
の
評
釈

と
し
て
、
石
田
信
平
「
濫
用
的
会
社
分
割
と
労
組
法
七
条
の
使
用
者

性
」
中
労
時
一
一
七
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
四
頁
。

３
）

前
掲
注

１
）。
単
に
実
際
上
の
金
銭
に
よ
る
救
済
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
労
働
組
合
と
し
て
の
主
張
貫
徹
の
た
め
の
紛
争
で

あ
る
側
面
が
あ
る
も
の
と
も
解
し
う
る
。
な
お
、
本
件
の
よ
う
に
、

不
当
労
働
行
為
に
対
し
て
、
司
法
救
済
を
求
め
る
事
案
は
近
年
増
加

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
菅
野
和
夫
『
労
働

法
（
第
一
一
版
）』

弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
九
九
八
頁
、
荒
木
尚
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志
『
労
働
法
（
第
三
版
）』

有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
七
一
四
頁
。

４
）

こ
れ
ら
事
案
（
特
に
法
人
格
否
認
の
法
理
）
に
つ
い
て
、
最
近

の
議
論
状
況
を
集
約
し
た
も
の
と
し
て
、
中
内
哲
「
親
会
社
に
よ
る

子
会
社
解
散
と
労
働
関
係
」
労
働
判
例
百
選
第
九
版
（
二
〇
一
六

年
）
一
三
四
頁
。
ま
た
企
業
変
動
を
伴
わ
な
い
事
案
と
し
て
、
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
事
件
（
東
京
地
判
平
二
八
・
三
・
二
八

労
旬
一

八
六
七
号
四
五
頁
）。

５
）

こ
れ
に
類
似
す
る
事
案
と
し
て
、
仙
台
地
判
平
二
四
・
七
・
三
〇

判
例
集
未
登
載
（L

E
X
/D
B
25444819

）。
こ
れ
ら
は
、
会
社
法
四

二
九
条
に
基
づ
き
取
締
役
の
責
任
も
追
及
し
た
点
も
本
件
に
類
似
す

る
。
そ
の
ほ
か
、
き
わ
め
て
特
殊
な
事
案
と
し
て
、
ベ
ス
ト
マ
ン
ほ

か
事
件
（
名
古
屋
地
一
宮
支
判
平
二
六
・
四
・
一
一
労
判
一
一
〇
一
号

八
五
頁
）。

６
）

使
用
者
が
労
働
組
合
を
嫌
悪
し
て
会
社
そ
の
も
の
を
解
散
さ
せ

る
事
案
に
つ
い
て
、
会
社
の
解
散
の
後
、
従
前
の
会
社
と
実
質
的
同

一
性
を
持
つ
会
社
が
再
び
設
立
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
を
「
偽
装
解

散
」
と
い
う
。
西
谷
敏
『
労
働
組
合
法
（
第
三
版
）』

有
斐
閣
、
二

〇
一
二
年
）
一
六
九
頁
。

７
）

ま
た
、
不
法
行
為
責
任
を
請
求
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
最
近
の

同
類
型
事
案
と
し
て
、
メ
ル
フ
ァ
イ
ン
事
件
（
京
都
地
判
平
二
八
・

四
・
一
五

労
判
一
一
四
三
号
五
二
頁
）
が
あ
る
。

８
）

本
久
洋
一
「
労
働
契
約
承
継
法
お
よ
び
事
業
譲
渡
等
に
関
す
る

新
指
針
等
に
つ
い
て
」
労
旬
一
八
七
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
頁

は
、

債
務
超
過
分
割
・
不
採
算
分
割
に
対
す
る
分
割
会
社
・
承
継
会

社
の
労
働
者
に
対
す
る
保
護
は
、
労
働
者
の
雇
用
お
よ
び
職
務
の
保

護
と
い
う
法
目
的
に
照
ら
す
と
、
承
継
法
の
今
後
を
考
え
る
う
え
で

枢
要
の
課
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
す
る

研
究
会
の
議
論
、
改
正
承
継
法
指
針
の
内
容
は
か
な
り
低
調
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
立
法
に
よ
る
保
護
に
大
き
な
進
展
は
み
ら

れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
改
正
承
継
指
針
に
お
い
て
は
、
特
定
の
労
働

者
を
解
雇
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
社
制
度
を
濫
用
し
た
場
合

に
は
、
法
人
格
否
認
の
法
理
や
公
序
良
俗
違
反
等
の
適
用
が
あ
り
う

る
こ
と
、
不
当
労
働
行
為
と
し
て
の
救
済
が
あ
り
う
る
こ
と
に
留
意

す
べ
き
（
同
指
針
２
（
４
）
イ
（
ハ
））
と
さ
れ
て
お
り
、
全
く
進

展
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
注

３
）荒
木

四
四
一
頁
）。

９
）

平
成
二
六
年
改
正
に
よ
り
、

残
存
債
権
者
」
に
対
す
る
一
定

の
保
護
手
続
き
規
定
（
会
社
法
七
六
四
条
等
）
が
置
か
れ
た
（
得
津

晶
「
会
社
分
割
等
に
お
け
る
債
権
者
の
保
護
」
神
田
秀
樹
編
『
論
点

詳
解
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
』

商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）
二

三
七
頁
以
下
参
照
）。
な
お
、
こ
の
会
社
法
改
正
前
に
は
、
残
存
債

権
者
に
つ
き
、
民
法
上
の
詐
害
行
為
取
消
権
に
よ
る
解
決
が
図
ら
れ

て
お
り
、
最
高
裁
で
も
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
最
判
平
二
四
・

一
〇
・
一
二
民
集
六
六
巻
一
〇
号
三
三
一
一
号
）。
こ
の
よ
う
な
詐
害

行
為
取
消
権
を
労
働
者
保
護
に
利
用
可
能
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も

の
と
し
て
、
根
本
到
「
組
織
再
構
築
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」
毛
塚
勝

利
編
『
事
業
再
構
築
に
お
け
る
労
働
法
の
役
割
』

中
央
経
済
社
、

二
〇
一
三
年
）
五
一
頁
。

（83-４- ）983 247
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10
）

本
件
の
よ
う
な
不
当
労
働
行
為
目
的
の
会
社
分
割
が
こ
れ
に
含

ま
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
債
務
超
過
分
割
や
不
採
算
分
割
と

い
っ
た
、
法
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
た
会
社
分
割
制
度
の
利
用
は
、

濫
用
的
会
社
分
割
」
ま
た
は
「
詐
害
的
会
社
分
割
」
と
言
わ
れ
て

い
る
（
神
田
秀
樹
『
会
社
法
（
第
一
八
版
）』

弘
文
堂
、
二
〇
一
六

年
）
三
八
三
頁
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
会
社
法
制
の
見
直
し

に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
商
事
法
務
一
九
五
二
号
（
二
〇

一
一
）
五
五
頁
、
前
掲
注

９
）得
津
二
四
四
頁
な
ど
）。

11
）

名
古
道
功
「
労
働
組
合
に
よ
る
街
宣
活
動
の
正
当
性
」
労
旬
一

七
七
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
頁
。

12
）

中
窪
裕
也
・
野
田
進
『
労
働
法
の
世
界
（
第
一
一
版
）』

有
斐

閣
、
二
〇
一
五
年
）

三
八
三
頁
。

13
）

前
掲
注

12
）中
窪
・
野
田
三
八
三
頁
、
ま
た
、
事
件
の
教
育
社

事
件
の
評
釈
と
し
て
、
川
口
美
貴
「
労
働
組
合
に
よ
る
街
宣
活
動
等

の
相
手
方
と
差
止
請
求
の
当
否
」
ジ
ュ
リ
一
四
六
六
号
（
平
成
二
五

年
度
重
要
判
例
解
説
）
二
四
五
頁
、
野
川
忍
「
労
働
組
合
員
ら
に
対

す
る
街
宣
活
動
等
の
差
止
請
求
の
可
否
」
ジ
ュ
リ
一
四
八
一
号
（
二

〇
一
五
年
）
九
六
頁
も
こ
れ
を
批
判
す
る
。

14
）

学
説
上
は
批
判
が
多
い
（
前
掲
注

６
）西
谷
二
六
七
頁
、
大
沼

邦
博
「
組
合
活
動
の
正
当
性
（
２
）
｜
態
様
」『
労
働
法
の
争
点
』

有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
一
九
八
頁
、
な
ど
）。

﹇
付
記
﹈

本
稿
脱
稿
後
に
、
本
件
高
裁
判
決
の
評
釈
で
あ
る
、
南
健
悟
「
会

社
分
割
後
の
事
業
閉
鎖
を
理
由
と
す
る
組
合
員
の
解
雇
と
損
害
賠
償

請
求
」
季
労
二
五
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
に
接
し
た
の
で
付
言
し
て

お
く
。
同
評
釈
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
司
法
書
士
の
責

任
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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